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炉心溶融物の拡がり挙動の把握のために、ガス浮遊させた試料をレーザー加熱によって溶融し、試料を基

板上に落下させることで溶融試料が基板と衝突する挙動を観察できる装置を作製した。また、液滴振動法に

より、溶融物の拡がり挙動と関係の深い粘性を測定できる装置を作製した。模擬物質としてアルミナ等の酸

化物を用い、液滴衝突挙動と粘性を評価した。 
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1. 緒言 

本研究では、炉心溶融物の①液滴の衝突挙動観察と②粘性測定により、炉心溶融物の拡がり挙動を把握す

ることを最終的な目標としている。①の液滴衝突試験のために、ガス浮遊させた試料をレーザー加熱によっ

て溶融させ、基板へ衝突させる装置を作製した。また、②の粘性測定のために、液滴振動法を用いた粘性測

定装置を作製した。本発表では、模擬材料としてアルミナを用いた試験結果を報告する。 

2. 液滴衝突試験 

  直径 2mm 程度のアルミナ球をガス浮遊装置で浮遊させ、CO2 レ

ーザーで加熱溶融した。これをアルミナ基板上に落下させ、その液

滴衝突の様子をハイスピードカメラで観察した。図 1 に 3091 K ま

で加熱したアルミナの落下中の様子を示す。基板への衝突後、時間

と共に形状が変化していく様子が観察された。 

3. 粘性測定試験 

 浮遊試料にスピーカーで音波振動を印加し、振動の減衰挙動を観

察することでアルミナの粘性を得た（液滴振動法）。図 2 にアルミ

ナの粘性測定結果を文献値と共に示す。測定値は文献値と良く一致

しており、高温になるほど粘性が低下すること確認できた。 
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図 2 溶融アルミナの粘性 

図 1 アルミナ液滴の衝突挙動 
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